
2024年度
寄付報告書

　皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素より本学の教育活動に格別のご理解とご支援を賜り、心より御礼申し上げます。
　本学は1901年、成瀬仁蔵により日本初の組織的な女子高等教育機関として創設され、
大隈重信、渋沢栄一、広岡浅子らの尽力によって募金活動が推進されました。新制大学発
足後も、記念事業や施設整備を重ね、時代に応じた教育研究環境を整えてまいりました。
こうした取り組みのもと、本学は変化の激しい社会に対応しうる知性と実践力を備えた人材
の育成に努めております。2024年度には1,247件、総額3億2,579万2千円ものご寄付を
賜り、あらためて深く感謝申し上げます。
　日本女子大学が発展を続けるには、皆様のご協力が欠かせません。今後も、女性の活
躍を支え、未来を切り拓く教育と研究の充実に努めてまいります。

2024年度には、総額3億2,579万2千円（1,247件）
にのぼるご寄付を賜りました。教育・研究の充実や
学生支援のために多大なるご協力をいただき、心より
御礼申し上げます。

寄付金額の約3割を占める「その他指定寄付」は、保護
者の会である泉会や、一般社団法人日本女子大学教
育文化振興桜楓会をはじめ、学園を支えてくださる皆
様からのあたたかいご支援によるものです。
教育充実資金（6,037万円）、学園基金（2,057万
円）、小学校120周年事業（1,782万円）には主に
保護者の皆様からご協力をいただきました。
さらに、日本女子大学創立120周年記念事業にご支
援をいただいた卒業生や教職員を中心に、国際交流
基金「JWU Global Fund」（2,193万円）へのご支援
の輪も広がりました。
また、「財産を社会や次世代のために役立てたい」と
いうご厚志に基づく遺贈・相続によるご寄付（3,300
万円）も賜っております。

ご寄付は、金額で個人52％、団体39％、法人9％、件
数では個人95％を占めるなど、個人の皆様からの広
範なご支援が大きな力となっております。
学校別寄付金額割合は、大学等72％、小学校12％、
高等学校6％、中学校6％、幼稚園4％と、附属校園か
ら大学まで幅広くご支援をいただきました。

あらためて皆様のご厚志に深く感謝申し上げます。
今後もそのお気持ちを大切に、学園の発展と次世代
の育成に努めてまいります。

学園をご支援くださる皆様へ

学校法人 日本女子大学 
理事長 　今市 涼子

2024年度寄付総額

｜｜｜｜ 寄付金額 ｜｜｜｜
3億2,579万2千円
｜｜｜｜ 寄付件数 ｜｜｜｜

1,247件

お問い合わせ先 学校法人日本女子大学　法人企画部募金係
〒112-8681 東京都文京区目白台2－8－1　　TEL： 03-5981-3102　fundgrad@atlas.jwu.ac.jp

● 大学広報にご芳名を掲載させていただきます。
● 「キャンパスニュース」のお届け

顕彰・返礼について皆様のご支援は、教育プログラムの充実をとおして、学生の確かな成長と
未来への挑戦を支えるために活用させていただきます。

「教育振興寄付金」ご支援のお願い

ご寄付に関してご不明な点がございましたら、以下のお問い合わせ先までご連絡ください。

法人の場合 寄付金額が当該事業年度の損金に算入されます。
損金算入にあたっては受配者指定寄付金と特定公益増進法人に対する寄付金があります。
申込方法が異なりますので、以下のお問い合わせ先までご連絡ください。

個人の場合

5万円のご寄付で税額控除を選択した場合、最大24,000円が還付されます。

・税控除を受けるには確定申告が必要です。申告の際、「税額控除」か「所得控除」のどちらかを選択しますが、
  多くの場合において「税額控除」を適用した方が減税効果が大きくなります。
・税制は改正される場合があります。詳細は、国税庁ウェブサイトをご覧いただくか、税務署・税理士にお尋ねください。

確定申告を行うことで、約40～50％の寄付金控除を受けることができます。

東京都・神奈川県に
お住まいの方

（5万円－2千円）×控除率
＝ 4,800円

控除率は、都道府県市区町村
合わせて最大10％になります。

＿＿＿＿＿＿＿＿　所得税の控除　＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿　住民税の控除　＿＿

所得税率に関係なく、所得税額より直接控除（25％が上限）

（ 5万円 － 2千円 ） ×  40％  ＝  19,200円
寄付額＿＿＿ 控除率＿＿＿ 減税額＿＿＿
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（ご注意）領収書の発行日は、寄付金が本学に入金された日となります。11月16日以降のクレジット決済、および12月1日以降の　　　　　Pay-easy・コンビニ決済をご利用の場合は、入金が翌年になるため、領収書の発行日も翌年となります。

オンライン決済： 個人の方は、学校法人日本女子大学ウェブサイトから、
クレジットカード・Pay-easy・コンビニ決済が可能です。
https://corp.jwu.ac.jp/donation/application/online/

オンラインバンキング： 以下の口座をご指定ください。

〈口座名義〉学校法人日本女子大学
みずほ銀行　　高田馬場支店(普1006076）　  り そ な 銀行　早稲田支店(普0569147）
三井住友銀行　目白支店(普0920082）　　　  三菱UFJ銀行　池袋支店(普0400804）
横 浜 銀 行 　　百合ヶ丘支店(普0000942）

① 別紙「寄付申込書」に必要事項をご記入の上、返信用封筒でご返送いただいた後、
寄付金のお振り込みをお願いいたします。

A

B

C
※法人からのご寄付はお申込み方法が異なりますので、以下のお問い合わせ先までご連絡ください。
払込取扱票（同封）：郵便局でお振り込みください。

　近年、生涯をかけて築き守ってきた財産を、社会や次の世代のために役立てたいという方が増え、遺言信託によるレガシーギフト（遺贈寄付）への
関心が高まっています。特定公益増進法人である本学へのご寄付（財産）には、原則として相続税は課税されません。ご卒業の学部・学科へのご寄付
や、奨学金に活用してほしいといった使途をご指定いただくこともできます。本学では、提携銀行と連携して、相続・遺贈のご相談をお受けしています。
ご相談内容等の機密は厳重に保持されますのでご安心ください。

（提携信託銀行）　　みずほ信託銀行　　三井住友信託銀行　　三菱UFJ信託銀行

ご存じですか？ 
『レガシーギフト』
（遺贈寄付）
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募集対象　　卒業生、在学生保護者等、本募金の趣旨に
　　　　　　ご賛同いただける個人・団体・法人のみなさま
｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜
募集期間　　年度毎（毎年4月1日～翌年3月31日）
｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜
募集単位　　1口　50,000円
｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜　
複数口のご協力をいただけましたら幸いです。
また、一口未満のご寄付もありがたく頂戴します。
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募集要項

寄付種別金額・件数

寄付者（金額） 学校別（金額）

1万円以上の
ご寄付の方

3万円以上の
ご寄付の方

|オリジナルペンセット
|の贈呈

 ||

|オリジナルポーチの贈呈

・裏面は別デザイン

・クリップに三綱領

②
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6％
6％4％

72％12％

大学等

小学校

高等学校
中学校 幼稚園

個人

法人

団体

9％

52％39％

その他指定寄付金
教育充実資金

生徒・学生支援
遺贈・相続財産

JWU Global Fund（国際交流基金）
学園基金
小学校120周年記念事業募金

奨学寄付金
使途指定なし
学園整備
寄付授業・寄付講座
社会連携
生涯学習

26
289
22
4

345
374
144
10
9
14
3
4
3

金 額件 数

26
289
22
4

345
374
144
10
9
14
3
4
3

件数

計1,247

101,722
60,370
48,629
33,000
21,929
20,570
17,820
8,010
6,226
3,636
2,800
553
527

寄付金額（千円）

計325,792



● 活動のご報告

● 学生からのメッセージ（奨学生の声）
皆様からのご支援により、奨学金制度を充実・運用しております。
奨学金を授与された学生からの感謝の気持ちを込めたメッセージをご紹介いたします。

思い出深い日本への留学経験　グエン ティ リンさん （国際交流基金2022-23年度支援）
■ 2022‐23年度 ベトナム・フエ大学外国語大学から交換留学　／　Monstarlab Viet Nam Co.,LTD 勤務

日本女子大学への交換留学は、私にとって最高の経験でした。日
本語能力が大幅に上達し、日本人だけでなく、世界中の友達がで
きました。来日時にはまだコロナ感染症が蔓延していた時期だっ
たので、ベトナムからの渡航者は3日間の隔離が必要でしたが、国

際交流基金からのご支援のおかげでホテルに滞在することができ
ました。その後も学寮に安価に滞在でき、安心して勉強に集中でき
ました。心より感謝しています。現在は、ダナン市のIT系日本企業
でコミュニケーターとして働き、充実した日々を過ごしています。

目標に向かって一歩ずつ　M.S.さん （森村豊明会奨励賞2024年度採用者）
■ 人間社会学部心理学科4年

この度は奨学金をご支援いただき、誠に感謝申し上げます。
私は卒業論文では、シャーデンフロイデと呼ばれる感情をテーマ
にした研究を行いました。シャーデンフロイデとは人の不幸を喜
ぶ感情であり、社会規範を意識する傾向がこの感情に対して及ぼ
す影響について、対象の所属集団を操作して検討しました。大学
院進学後は、所属集団の設定を見直す、回答する際の状況を操作
し社会的望ましさの影響を明確にするなどして、人間の複雑な葛

藤的感情に関する研究を継続したいと考えております。
また、大学院卒業後は教育領域で活躍する心理職に就きたいと考
えております。大学院では学部よりも発展的な学習へ積極的に取
り組み、勉強した知識や経験した内容を将来へ活かせるようにす
ることが目標です。
学業や研究に専念するお力添えをいただきまして、本当にありがと
うございます。 重ねて厚く御礼申し上げます。

● JWU GLOBAL MEET-UP DAY開催
2025年7月12日　13：30～15：45
JWU Global Fund（国際交流基金）をご支援くださる皆様への感謝の意を込めて、
「JWU GLOBAL MEET-UP DAY」を開催いたしました。
当日は、留学を終えた学生による成果報告、留学予定の学生への奨学金授与式、留学
生の表彰と援助金の授与を行い、その後、大学関係者や国際交流をご支援いただく皆
様、学生との交流を深めるパーティーを開催いたしました。
国際交流の歩みと広がりを感じていただけるひとときとなりました。

奨学金ご支援への深い感謝と今後の抱負　Y.M.さん （日本女子大学上代タノ奨学金2024年度採用者）
■ 理学部数物情報科学科4年

この度は奨学金のご支援を賜り、心より御礼申し上げます。
私は現在、倉光君郎教授のご指導のもと、生成AIのデータ品質向
上とその信頼性に関する研究に取り組んでおります。大学院進学後
も国内外の学会への参加を目指し、日々研鑽を積んでまいります。
生成AIは、企業の業務や人々の生活をはじめ、さまざまな分野に浸
透しつつあります。そのような中で、より多くの人々が安心して利用

できる技術を生み出し、生成AIの利活用を通じた社会的価値の向
上に貢献したいと考えております。
いただいたご支援にお応えできるよう、一層努力を重ね、支えてくだ
さるすべての方々への感謝の気持ちを忘れず、充実した学生生活を
送ってまいります。
改めて、温かいご支援に心より感謝申し上げます。

皆様からのご支援は、学園の施設・設備の整備をはじめ、より良い学びの環境の実現や、学生の成長を支える
教育プログラムの充実などに、有効に活用させていただいております。

創立者の理念を受け継ぎ、地球的・国際的な視野を持ち社会に貢献する、
次世代を担うリーダーを輩出します。

国際交流

2026年の創立120周年を期して、海外の教育機関との国際交流事業・海外ホームステイなどの
活動支援や創立120周年記念行事に活用させていただきます。

附属豊明小学校創立120周年記念事業

教育の充実、学生生活の向上を目指し、
皆様のご芳志を有効に活用させていただきます。

生徒・学生支援

SDGsや建築、情報科学などを英語で学ぶ授業を開講。
英語が得意でなくても、日本語のサポートがあるので
安心してチャレンジできます。

協定大学拡充により、留学の選択肢が充実。
多彩な海外研修とあわせ、毎年500名以上の学生が海外で学んでいます。

■東 利恵 特別招聘教授
「女川震災復興見学ツアー」

日本女子大学桜楓奨学金
日本女子大学泉会学業支援給付奨学金
森村豊明会奨励賞
日本女子大学上代タノ奨学金　等

「シーパルピア女川」見学
設計や復興についての特別講演

オレゴン大学留学

新規協定校のオタゴ大学

カンボジア海外短期研修

こもれびらぼ～KomorebiLab～ 洗面エリア JWU HOMEI Summer School ニュージーランドホームステイプログラム

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜● 英語で学ぶ教養科目

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜● 留学学生や外国人留学生への奨学金授与

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜● 時代の先端に触れ、本物を学ぶ  ｜特別招聘教授による“生きた学び” ｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜● 奨学金の運用資金等

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜● 多様な学習活動

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜● 協定大学拡充と多彩な海外研修

■隈 研吾 特別招聘教授
「千人茶会 
茶室アイデアコンペティション」

学生・生徒や教職員、卒業生などの人的資源および知的資源を活かし、
地域貢献、社会連携事業を推進します。

社会連携
社会課題の解決に取り組み、考える力・伝える力・行動する力を養います。

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜● 思考力・表現力・実践力を育むカリキュラム
文京区内7大学12学生団体による 
地域活動報告会
・子どもへの虐待防止を目的とした
「学生によるオレンジリボン運動」
・被災地での地域の魅力再発見活動

盛岡市の農業発展を目指す
「文京区学生と創る
アグリイノベーション事業」
盛岡市特産の
黒豆「雁喰豆（がんくいまめ）」
の新しい調理方法を提案

学園の施設・設備を充実させ、教育研究環境の整備、
学生の育成に資する事業等に活用します。

学園整備
｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜● 八十年館B棟地下1階学生スペース リニューアル

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜● 就職活動のための
　 Web面接用ブースの設置

SDGsを体感、学生の学修やコミュニティを活性化

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜● 百年館低層棟1階化粧室 リニューアル
“より道”するように入りやすく、プライバシーにも配慮＋αの機能
を持った「これからのトイレ」

保護者の会である泉会のご支援により、
Webで行われる採用面接や企業説明会に
安心して参加できるよう設置
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｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜● 生活空間のユニバーサルデザイン化、専科教室の再整備 ｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜● 国際交流事業・海外ホームステイなどの活動支援



2024年度
寄付報告書

　皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素より本学の教育活動に格別のご理解とご支援を賜り、心より御礼申し上げます。
　本学は1901年、成瀬仁蔵により日本初の組織的な女子高等教育機関として創設され、
大隈重信、渋沢栄一、広岡浅子らの尽力によって募金活動が推進されました。新制大学発
足後も、記念事業や施設整備を重ね、時代に応じた教育研究環境を整えてまいりました。
こうした取り組みのもと、本学は変化の激しい社会に対応しうる知性と実践力を備えた人材
の育成に努めております。2024年度には1,247件、総額3億2,579万2千円ものご寄付を
賜り、あらためて深く感謝申し上げます。
　日本女子大学が発展を続けるには、皆様のご協力が欠かせません。今後も、女性の活
躍を支え、未来を切り拓く教育と研究の充実に努めてまいります。

2024年度には、総額3億2,579万2千円（1,247件）
にのぼるご寄付を賜りました。教育・研究の充実や
学生支援のために多大なるご協力をいただき、心より
御礼申し上げます。

寄付金額の約3割を占める「その他指定寄付」は、保護
者の会である泉会や、一般社団法人日本女子大学教
育文化振興桜楓会をはじめ、学園を支えてくださる皆
様からのあたたかいご支援によるものです。
教育充実資金（6,037万円）、学園基金（2,057万
円）、小学校120周年事業（1,782万円）には主に
保護者の皆様からご協力をいただきました。
さらに、日本女子大学創立120周年記念事業にご支
援をいただいた卒業生や教職員を中心に、国際交流
基金「JWU Global Fund」（2,193万円）へのご支援
の輪も広がりました。
また、「財産を社会や次世代のために役立てたい」と
いうご厚志に基づく遺贈・相続によるご寄付（3,300
万円）も賜っております。

ご寄付は、金額で個人52％、団体39％、法人9％、件
数では個人95％を占めるなど、個人の皆様からの広
範なご支援が大きな力となっております。
学校別寄付金額割合は、大学等72％、小学校12％、
高等学校6％、中学校6％、幼稚園4％と、附属校園か
ら大学まで幅広くご支援をいただきました。

あらためて皆様のご厚志に深く感謝申し上げます。
今後もそのお気持ちを大切に、学園の発展と次世代
の育成に努めてまいります。

学園をご支援くださる皆様へ

学校法人 日本女子大学 
理事長 　今市 涼子

2024年度寄付総額

｜｜｜｜ 寄付金額 ｜｜｜｜
3億2,579万2千円
｜｜｜｜ 寄付件数 ｜｜｜｜

1,247件

お問い合わせ先 学校法人日本女子大学　法人企画部募金係
〒112-8681 東京都文京区目白台2－8－1　　TEL： 03-5981-3102　fundgrad@atlas.jwu.ac.jp

● 大学広報にご芳名を掲載させていただきます。
● 「キャンパスニュース」のお届け

顕彰・返礼について皆様のご支援は、教育プログラムの充実をとおして、学生の確かな成長と
未来への挑戦を支えるために活用させていただきます。

「教育振興寄付金」ご支援のお願い

ご寄付に関してご不明な点がございましたら、以下のお問い合わせ先までご連絡ください。

法人の場合 寄付金額が当該事業年度の損金に算入されます。
損金算入にあたっては受配者指定寄付金と特定公益増進法人に対する寄付金があります。
申込方法が異なりますので、以下のお問い合わせ先までご連絡ください。

個人の場合

5万円のご寄付で税額控除を選択した場合、最大24,000円が還付されます。

・税控除を受けるには確定申告が必要です。申告の際、「税額控除」か「所得控除」のどちらかを選択しますが、
  多くの場合において「税額控除」を適用した方が減税効果が大きくなります。
・税制は改正される場合があります。詳細は、国税庁ウェブサイトをご覧いただくか、税務署・税理士にお尋ねください。

確定申告を行うことで、約40～50％の寄付金控除を受けることができます。

東京都・神奈川県に
お住まいの方

（5万円－2千円）×控除率
＝ 4,800円

控除率は、都道府県市区町村
合わせて最大10％になります。

＿＿＿＿＿＿＿＿　所得税の控除　＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿　住民税の控除　＿＿

所得税率に関係なく、所得税額より直接控除（25％が上限）

（ 5万円 － 2千円 ） ×  40％  ＝  19,200円
寄付額＿＿＿ 控除率＿＿＿ 減税額＿＿＿

税
額
控
除

5万円
ご寄付

▶▶
寄
付
者

確
定
申
告 ＋

（ご注意）領収書の発行日は、寄付金が本学に入金された日となります。11月16日以降のクレジット決済、および12月1日以降の　　　　　Pay-easy・コンビニ決済をご利用の場合は、入金が翌年になるため、領収書の発行日も翌年となります。

オンライン決済： 個人の方は、学校法人日本女子大学ウェブサイトから、
クレジットカード・Pay-easy・コンビニ決済が可能です。
https://corp.jwu.ac.jp/donation/application/online/

オンラインバンキング： 以下の口座をご指定ください。

〈口座名義〉学校法人日本女子大学
みずほ銀行　　高田馬場支店(普1006076）　  り そ な 銀行　早稲田支店(普0569147）
三井住友銀行　目白支店(普0920082）　　　  三菱UFJ銀行　池袋支店(普0400804）
横 浜 銀 行 　　百合ヶ丘支店(普0000942）

① 別紙「寄付申込書」に必要事項をご記入の上、返信用封筒でご返送いただいた後、
寄付金のお振り込みをお願いいたします。

A

B

C
※法人からのご寄付はお申込み方法が異なりますので、以下のお問い合わせ先までご連絡ください。
払込取扱票（同封）：郵便局でお振り込みください。

　近年、生涯をかけて築き守ってきた財産を、社会や次の世代のために役立てたいという方が増え、遺言信託によるレガシーギフト（遺贈寄付）への
関心が高まっています。特定公益増進法人である本学へのご寄付（財産）には、原則として相続税は課税されません。ご卒業の学部・学科へのご寄付
や、奨学金に活用してほしいといった使途をご指定いただくこともできます。本学では、提携銀行と連携して、相続・遺贈のご相談をお受けしています。
ご相談内容等の機密は厳重に保持されますのでご安心ください。

（提携信託銀行）　　みずほ信託銀行　　三井住友信託銀行　　三菱UFJ信託銀行

ご存じですか？ 
『レガシーギフト』
（遺贈寄付）

寄
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制
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募集対象　　卒業生、在学生保護者等、本募金の趣旨に
　　　　　　ご賛同いただける個人・団体・法人のみなさま
｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜
募集期間　　年度毎（毎年4月1日～翌年3月31日）
｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜
募集単位　　1口　50,000円
｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜　
複数口のご協力をいただけましたら幸いです。
また、一口未満のご寄付もありがたく頂戴します。

｜
｜
｜

｜
｜
｜

｜
｜
｜
｜
｜

募集要項

寄付種別金額・件数

寄付者（金額） 学校別（金額）

1万円以上の
ご寄付の方

3万円以上の
ご寄付の方

|オリジナルペンセット
|の贈呈

 ||

|オリジナルポーチの贈呈

・裏面は別デザイン

・クリップに三綱領

②
ご
入
金（
右
記
の
方
法
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
）
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6％
6％4％

72％12％

大学等

小学校

高等学校
中学校 幼稚園

個人

法人

団体

9％

52％39％

その他指定寄付金
教育充実資金

生徒・学生支援
遺贈・相続財産

JWU Global Fund（国際交流基金）
学園基金
小学校120周年記念事業募金

奨学寄付金
使途指定なし
学園整備
寄付授業・寄付講座
社会連携
生涯学習

26
289
22
4

345
374
144
10
9
14
3
4
3

金 額件 数

26
289
22
4

345
374
144
10
9
14
3
4
3

件数

計1,247

101,722
60,370
48,629
33,000
21,929
20,570
17,820
8,010
6,226
3,636
2,800
553
527

寄付金額（千円）

計325,792


